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資料 ブリの鰓の微細構造

折田和三

要 約

正常なブリの鰓を走査型電子顕微鏡で観察し，上皮細胞，粘液細胞，塩類細胞等の画像が得られ，今後の病理

学的変化の基準として利用可能となった。また，ブリの鰓を基に他魚種の鰓とその形状を比較した結果，二次鰓

弁の形状は魚種によって異なり，この形状の違いにより赤潮に対する感受性に差が生じている可能性が示唆され

た。

Chattonella marina鹿児島県海域の鹿児島湾では

が，また八代海では （以下Chattonella antiqua

という）がたびたび赤潮を形成し，時にC.anriqua

甚大な漁業被害を招くことがある。 赤潮Chattonella

が魚介類をへい死させるメカニズムは現在でも明確

に示されてはいないが， 細胞が持つ活性Chattonella

酸素などの毒成分がブリやカンパチなどの養殖魚の

鰓に作用して鰓の細胞を損傷させ，ガス交換能が低

下するため窒息死に至ると考えられている。 ま1,2)

た， などほかの赤潮生物では，物理的Ceratium spp.

に鰓組織を損傷させた結果，同様の窒息死を招くと

考えられている ものもあり，鰓に与える影響や程3）

度は一様でないと推測される。魚類の鰓の微細構造

は，マダイ やブリ では走査型電子顕微鏡や組織4 5） ）

切片画像で紹介されているが，ブリの鰓の各組織全

てを走査型電子顕微鏡で観察した画像は少ない。

そこで，本稿ではブリの鰓の微細構造を組織学的

に観察し，平時の鰓の状態を把握しておくことで赤

潮による鰓への影響を比較検討する際の一助とす

る。さらに，他の魚種との鰓形状の違いを比較し，

赤潮に対する感受性について考察した。

なお，本研究の一部は水産庁委託事業「我が国周

辺水域資源評価等推進委託事業」で得られたサンプ

ルを使用した。

材料及び方法

１ ブリ鰓の微細構造の観察

当所で飼育されたブリ 年Seriola quinqueradiata 2

魚（体重 ｇ）を頭部打撃により即殺した後，3,250

直ちに鰓全体を摘出し，片方の鰓の第一葉及び第二

葉から任意に鰓弁を切り取り， ％リン酸バッフ0.1

ァ ％グルタールアルデヒドで固定した。また，一2

部は固定後にカミソリで二次鰓弁を任意の方向に切

断し，その断面を露出させた。なお，鰓組織には偽

鰓も含まれるが，今回はこの観察は行わなかった。

固定された鰓弁は，定法 によりアルコール系列6)

脱水， ブチルアルコール置換，凍結乾燥，イオンt-

スパッタを施し，走査型電子顕微鏡（以下 とSEM

いう)（日立製 ）で観察した。S-3000N

２ 鰓構造の魚種間の比較

漁業資源調査や飼育試験等で入手した 種の真骨8

魚（カンパチ，マサバ，ゴマサバ，マアジ，マイワ

， ， ， ）シ カタクチイワシ ウルメイワシ ネンブツダイ

の未成魚又は成魚から鰓全体を摘出し，小型魚の鰓

はそのまま，大型魚のものは第一及び第二鰓弓を切

り出し， ％リン酸バッファ ％グルタールアル0.1 2

デヒドで固定した。固定された鰓は，さらに観察し

やすい大きさに切り出した後，定法 により試料を6)

作製して で観察し，一次鰓弁の先端部付近及SEM

び中央から基部付近の カ所について，二次鰓弁の2

形状を 画像及び観察からスケッチし比較した。SEM

結 果

１ ブリ鰓の微細構造の観察

生標本及び 画像を図1に示す。なお，組織SEM

及び部位名称は，田村 及び に従った。7） 5）Endo

) 一次鰓弁（ 又は ）1 primary lamelae filament

ブリの鰓弁は，薄板が密に重なった構造で，一本

の湾曲した鰓弓にこれらが 列並びその基部は密着2

する（図 。一枚の一次鰓弁は，一頂点を伸長1-2,3）

したやや湾曲の長三角形を呈している(図 )。1-4

鰓弁外側の小出鰓動脈側は角の丸い四角形をして

おり(図 )，鰓弁内側の小入鰓動脈側は丸い円筒1-6
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